別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：医務費　目：医療整備対策費
	事業名: 災害派遣医療チーム体制整備事業費・災害派遣医療チーム活動費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　健康福祉部　医療整備課　医療整備担当　電話番号：058-272-1111（内2535）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11229@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：5,916千円（前年度予算額：5,916千円）

	事業内容


	１　事業の内容


大地震や航空機・列車事故といった災害時に被災地に迅速に駆けつけ、医療活動を行う災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）の整備が全国的に進められてきている。

岐阜県においても、災害時の医療の初動の遅れによる被災傷病者の救命率の低下を防止するため、災害拠点病院等において、24時間いつでも出動でき、災害発生後48時間以内の医療活動を担う災害医療の専門チーム「岐阜ＤＭＡＴ」の編成・整備を進める。
	２　所要経費


現場で危険にさらされる隊員に対する保険料の負担　　3,780
連絡会及び研修の開催経費　　　　　　　　　　　　  　836
　災害派遣医療チーム活動費　　　　　　　　　　　　　1,300
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
２ 地域医療の体制と医師・看護職員を確保する
・救急･災害･へき地･周産期･小児などの医療連携体制を強化する
	２　これまでの取組状況


県内の災害拠点病院及び救命救急センターを有する病院などがＤＭＡＴを有することを目標にし、平成18年度から体制の整った病院を順次岐阜ＤＭＡＴ指定病院として指定してきた。平成23年8月には10病院の指定を完了した。
各指定病院でのチーム整備を促進するために、平成19年より、県の負担でＤＭＡＴの活動のための保険に加入している他、平成19年度に災害現場携行用医療資器材セットの整備の実施、平成21年度にはＤＭＡＴの活動に必要な医療機器等の整備への補助を行うなど、ＤＭＡＴの活動を充実させるための整備に努めてきた。

また、平成21年度には岐阜ＤＭＡＴ連絡会及び研修会を開催し、最新の災害医療に関する情報の伝達、隊員の知識・技能の向上、関係機関との連携強化等のために、継続して研修会を行っている。
	３　これまでの取組に対する評価


　平成23年3月の東日本大震災においては、７指定病院から８チームが迅速に現地へ出動した。

平成23年10月現在で、10病院16チームが編成されているが、1つの病院から発災時に確実に出動するためには、1病院に複数チームを編成しておく必要があり、現在はチーム数の増加が課題となっている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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